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ニューズウイーク世界の引っ越したい国

人気ランキング、日本は2位
安全でフレンドリーなカナダが人気

先日の米大統領選直後、米国では「ニュージーランドに移住
するには」というフレーズの検索が急増したとの報道があった
が（ニュージーランド・ヘラルド）、世界の人たちはどの国に憧
れを抱き、暮らしたいと思っているのだろうか？グーグルの検
索データからはじき出されたのは、カナダがもっとも人気が高
く、続いて日本という結果だった。米誌フォーブスなどが伝え
た。

調査を行ったのは、米フィンテック・スタートアップ企業のレミト
リーだ。同社によると、「海外移住するには」というフレーズが
検索された回数は、2020年1月から10月の間に29％増加した
という。そこで同社は、世界101カ国の月ごとの検索データを
もとに、海外移住に関連したフレーズと目的地となる国を分析
。各国ごとにもっとも検索された国をはじき出し、ランク付けし
た。

移住したい国として世界でもっとも検索されたのは、カナダだ
った。移住先としてカナダを検索した人が多かった国は30カ
国に上ったという。レミトリーは、世界平和指数で上位に入る
ほど安全な国であること、失業率が低いこと、移住の際にビ
ザ取得の選択肢が多いこと、地元の人たちがフレンドリーで
あること、景色が美しいことなどが理由だとしている。

全体のランキングは以下の通り（カッコ内の数字は移住先と
して検索した人が多かった国の数）。

1. カナダ（30）
2. 日本 （13）
3. スペイン（12）
4. ドイツ（8）
5. カタール（6）
6. オーストラリア（5）
7. スイス（4）
8. ポルトガル（3）
9. 米国 （2）
10. 英国（2）

北米で人気の日本は英国好き

一方で、そんな憧れの国カナダの人たちが引っ越したいと
考えて一番多く検索した国は、日本だった。カナダを含め13
カ国の人が日本へ移住する方法を検索したようで、全体とし
ても2位になった。日本が人気だった理由としてレミトリーは
、景色の美しさと治安の良さ、仕事が多いこと、生活の質が
良いと評判であることなどを挙げている。

日本への移住方法を検索した人が多かった国はカナダの他
に、米国、オーストラリア、ジョージア、モンテネグロなどがあ
った。北中米諸国ではカナダを移住先と考えた国が8カ国も
あった一方で、カナダと米国では日本が人気だったことにな
る。一方で、日本でもっとも検索された移住先は、英国だっ
た。英国に移住したいと考えた人が多かった国は、日本以
外では英連邦であるセントルシアだけだった。

アジアでもっとも人気が高かった移住先は、「場所によって
分かれた」とレミトリーは分析している。南・東南・東アジアで
は日本がもっとも人気が高かった一方で、中東やアラブ諸
国では、カタールへの移住について多く検索された。カター
ルが人気の理由は、賃金が高く所得税がないこと、首都ド
ーハを中心にモダンなライフスタイルであること、などだとい
う。

欧州各国からもっとも人気だった移住先はドイツで、医療体
制が整っていること、経済が好調であること、公共交通機関
が整っていること、犯罪率の低さ、環境の良さ、仕事が多い
ことが理由だという。

全体のランキングではドイツを上回ったスペインは、南米諸
国からの移住先として人気だった。言葉が通じることや文化
が似ていることが理由だと考えられている。また、医療体制
、治安の良さ、生活の質の良さも魅力のようだ。

意外なところでは、米国に移住したいと考えた人が多かった
国は2カ国だけだったが、そのうち1カ国はロシアだった（もう
1カ国はノルウェー）。
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